
 

平成 29年 3月 14日 

 

総 務 大 臣  殿 

 

                                                 三重県鈴鹿市住吉町 8947 

                                       株式会社 鈴鹿メディアパーク       

                       代表取締役社長 加藤 正彦 

 

 

 

 

番組審議機関関連について（報告） 

 

 

 下記の○印の事項について、放送法施行令第７条第３号イの規定により、別紙の書類を添え

て提出します。   

 

 

                                      記                                    

 

 

 1 番組審議機関の名称変更 

・変更内容の新旧対比表 

 

 2 審議機関の組織及び運営に関する規程の変更 

・変更内容の新旧対比表 

・変更後の現状 

 

 3 審議機関の委員の変更 

    様式６－１のとおり。 

 

  ④ 審議機関の会議の議事録 

    様式６－２のとおり。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 41回 Suzuka Voice FM番組審議会 議事録 

審議会開催日時  平成 29年 2月 20日（月）  16時 00分～17時 00分 

開催場所  Suzuka Voice FM会議室 

 

事務局：益川英明  （Suzuka Voice FM） 

出席者：（敬称略）  山崎昭 亀井秀樹 玉川登美男 西山哲也 

欠席者：（敬称略）  長橋裕子 長谷川啓志 市野聖治 

放送事業者側出席者：益川英明 

委員長：山崎昭 

委員総数 7名 

出席委員数：4名 

 

■番組名 「大好き！ヴィアティン！」 

 

地元『三重県』を拠点とするプロサッカーチーム ヴィアティン三重の選手たちが 

登場するスポーツバラエティ。J-リーグ入りを目指し戦う選手たちの熱い思いから、 

知られざるプライベートまで登場する３０分です。 

また、サッカーだけではなく、総合型クラブとして成長を続けるヴィアティン三重 

ファミリークラブの活動やイベント情報も盛りだくさんでお送りします。 

 

～番組内容を音源で検聴～ 

 

委員長： それでは、ご意見を伺います。 

 

委 員： パーソナリティが質問して選手が答えるパターンもあるが、番組内容を考えると、

選手同士のほうが“素人さ”が出て、逆に馴染みがあるのかなと思った。 

     後半に向かっていくと選手のトークも上手くなっていったと思う。 

 

事務局： 当初は、スズカヴォイス側が進行役として進め、選手に質問に答えてもらっていた。

ただ、番組を進めていくにつれ、選手同士のほうが「あのときこうだった」など、

より深い話ができると思い、選手同士の対談形式となった。 

 

委 員： 番組開始当初は、今のスタイル（選手対談形式）ではなかった？  

 

事務局： 当初は、スズカヴォイス 1人と選手 1人のスタイルでした。 

     内容としては、「サッカーをいつからはじめた？」「JFL昇格に向けて鍵となるのは？」   

     などですね。  

 

委 員： 鈴鹿に放送拠点を構えている中で、鈴鹿アンリミテッドでなく、ヴィアティン三重

の番組を開始するにあたり、リスナーから反響はなかったのか？ 

 

委 員： 何故、アンリミテッドでないのか？など意見はなかったのか？ 



 

事務局： 電話ではないが、当初メールはあった。  

 

委 員： 内容としては、大部分がトークとなっていたので 30分は飽きてくるなと思った。 

     収録はどれくらい前に録っているのですか？  

 

事務局： 1回の収録で 3週分くらい録っています。 

 

委 員： そうすると、試合結果が分かった後に、試合前に収録した内容を聴くことになるの

でどうにかならないかなと思う。スポーツ番組は、リアルタイムに近い感じで放送

出来たらと思う。 

 

委 員： 知らない選手ばかりなので、出身地やポジションなど、選手の紹介をもっと入れて

も良いのでは？ 

 

委 長： ヴィアティンとはどのようなチームか？など、冒頭 1分から 2分くらいチームの紹

介を入れていった方が良いと思う。 

     試合結果に関しては、収録後にスズカヴォイスで編集して結果を入れるのはどう

か？ 

 

事務局： それは可能かと思います。ただ、違和感なく聴いてもらえる工夫が必要かと思いま

す。数分インフォメーション枠を入れておいても良いかも知れないですね。 

 

委 員： 番組の最後くらいに、試合内容など伝えられると良いかも知れないですね。 

 

委員長： 車で聴くには良いが、自宅で聴くには 30分大丈夫かなと感じた。 

     藤牧選手の質問の仕方は慣れているなと思った。伊藤選手の小さいときの夢などを

上手く聞き出していた。ただ、やはり、鈴鹿のラジオ局なので、アンリミテッドも

PRしてもらえたらと思う。 

 

委 員： 事情はあると思うが、週替わりで今週ヴィアティン、翌週アンリミテッドなど、対

応出来たらと思う。試合結果も両チーム伝えるなど。 

 

委 員： 聴けるのは鈴鹿だけですか？ 

 

事務局： 聴取エリアと、HPにアップしているバックナンバー、後はインターネット放送で、

全国で聴いてもらえます。ヴィアティンの HPからもスズカヴォイスの HPにリンク

しています。 

 

委 員： 再放送は別として、何回放送しているの？ 

 

事務局： 毎週月曜日 18時からの週 1回、月 4回です。  

 



委 員：  選手同士だと、馴れ馴れしすぎるのが気になる。「けずる」などの専門用語を使っ

ているが、聴いている側は分からない。サッカーの話より、選手の出身地など深く

掘り下げてもらう方が良いかと思う。 

 

事務局： 貴重なご意見ありがとうございました。 

 

 

                                      以上 


